
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

熊本大学工学部 まちなか工房 

６月のまちづくり学習会 

『ＭＩＣＥ施設及びシンボルプロムナード等の整備について』 

お問い合わせ 

まちなか工房 下田・岡村 

e-mail：machi-kobo@cotton.ocn.ne.jp  

tel/fax：096-326-9502 

第９８回 まちづくり学習会 

まちなか工房では月に一度、中心市街地関係者や市民を対象に、       

『まちづくり学習会』を開催しています。県内外から専門家や実務経験者を

招いて講演を開き、中心市街地活性化策についてさまざまな意見交換をし

ています。 

まちづくり学習会の御案内を e-mail または FAX にて差し上げますので、      

御希望の方はまちなか工房まで。 

まちづくり学習会について 

97 回 「SHIBAURA HOUSE -社屋を地域の「家」にする試み-」 ㈱広告製版社 代表取締役 伊東 勝氏 

96 回 「第五期歌舞伎座にみる伝統技術と最新技術の融合」 清水建設（株） 元歌舞伎座計画建設所、建設所長 水田保雄氏 

95 回 「熊本駅周辺の都市空間デザイン～これまでの取組みとこれからのまちづくりへ」 熊本大学准教授 田中智之/星野裕司 

94 回 「地域密着型アートプロジェクトについてのアーティストからの視点」 アーティスト 谷山恭子氏 

93 回 「三都市シンポジウムと全国まちづくり会議の報告」 すきたい熊本協議会会長 泉 冬星氏/冨士川一裕 

中心市街地の再デザインの核となる桜町、花畑周辺地区においては、シンボルプロムナードの整備やその

周辺での再開発事業等が順次進んでいく予定であり、この好機に地区を一体的に捉え、「熊本城と庭つづき

『まちの大広間』」をコンセプトとして、デザインと利活用の両面から官民協働で一体的なまちづくりを推

進しています。その中でも、国内外からの交流人口増加の促進を目指し交流施設として整備する“ＭＩＣ

Ｅ施設”や、市民や観光客が歩く事を楽しむ事ができ、人々が集い、賑わいある空間を創出することを目

指し整備する“シンボルプロムナード等”についてご紹介します。 

話題提供 

過去の学習会 

入場 

無料 

第９７回まちづくり学習会の様子 

徳永英知氏（熊本市観光文化交流局シティプロモーション課 MICE 推進室 技術参事） 

永野康裕氏（熊本市都市建設局 都心活性推進課 主査） 

 

６月２３日 （月） 

18：30～20：00 

日時 

まちなか工房 
場所 

熊本市中央区南坪井町 1-5 

上通並木坂サンコスメディオビル 2階 

共催：文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」 


